









































































































































































































































































































































































ス50円は英国駐日公使パークス（Sir Harry Smith 
Parkes）であろう。さらに、53頁には人夫55人、煉瓦
１万個など物品や役務の寄付も相当あったことが分か
る。これらは、文部省直轄前の分である。
　その後の寄付も書かれており、旧楽善会会員では山
尾庸三のみが125円の寄付をしている。
　これらの金額について、現在に換算するとどの程度
の価値があるか、調べてみた。
１．貨幣価値の推定
　尼崎市立地域研究史料館の公式ブログに「明治10年
（1877）、日本赤十字社の前身である博愛社の設立時
に、最後の尼崎藩主であった櫻井忠興（ただおき、松
平忠興）が寄付した1,000円は、現在の貨幣価値に換算
するとどの程度の金額になるのか？」という質問への
回答を国立国会図書館レファレンス協同データベース
にアップした。という記事１があった。
　その記事によると、「明治10年当時の1,000円は現在
（平成24年―2012―）の290万円ないし750万円程度
にあたると考えられます。」と書かれている。推計の仕
方で、かなりの幅があるが、この推計によれば、当時
の3,000円は、現在（平成25年）でいうと900万円から
2,350万円と推計される。当時は物価が安かったので、
それも勘案すると更に大きな金額と考えられる。
２．国家プロジェクトとの比較
　同時代に行われた灌漑事業２と比較してみよう。
　安積疏水（あさかそすい）は、水利が悪く不毛の大地
だった郡山の安積原野に猪苗代湖からの水を引いた大事
業。
　この安積疏水の開さくは、明治12年から始まった国直
轄の農業水利事業の第一号である。
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写真１　楽善会訓盲院（「図説　盲教育史事典」より）
　そして、３年の年月を費やし、延べ85万人の労働力を
注ぎ込み、総経費40万７千円（現在の貨幣価値に換算す
ると約400億円）を投じ、明治15年８月、幹線水路の延長
52㎞、分水路78㎞、トンネル37か所、受益面積が約３千ヘ
クタールという安積疏水が完成しました。（記事を抜粋）
　この金額から1,000円を換算すると、98,280,098円
つまり約１億円となるので、10万倍ということになる。
　ただし、清酒一升の価格が明治27年に11銭であっ
た。今日の清酒1.8ℓは1,100円でも買えるので、この
比率だと１万倍になるので、明治13年頃だとしても、
10万倍は大きすぎる可能性も否めない。
　以上のように、現在の貨幣に換算することはかなり難
しい。本庁課長～局長といった地位の公務員だった山
尾庸三に450円の寄付は非常に大金だったと思われる。
Ⅴ．塙忠宝暗殺事件
　前回、久田（2009）では、塙忠宝暗殺について伊藤
博文と山尾庸三が犯人とする説を紹介するも、確定的
ではないと述べた。
　文久２年12月22日（1863年２月10日）には伊藤博文
と山尾庸三は、「群書類従」の編纂で有名な塙保己一の四
男、塙忠宝（通称は次郎）を暗殺したとされている。
　今回、温故学会の齊藤幸一理事長に面談し、中核と
なる史料を提供していただいた。伊藤博文と山尾庸三
が塙忠宝を暗殺したことはほぼ確実と言える。
　前回、中野（1985）が、楽善会設立について述べた
後に「このうち、前出の長州出身山尾庸三は会の発展
にとりわけ力を尽くした。山尾の尽力と参議木戸孝允
の斡旋で、皇室から三、〇〇〇円が会に下賜され、寄
付金募集に大きなプラスになった。」と述べていると紹
介したが、上記の暗殺の日付に注目して頂きたい。
　東京盲唖学校25年史には御内帑金の下賜があった
のは明治９年12月22日で、その日を設立記念日とした
と述べてある。すでに太陰暦を廃止した段階なので旧
暦の日付けと太陽暦の日付けのずれはあるが、山尾も
商務委員として学校の運営に携わっていた東京盲唖学
校の設立記念日が12月22日となっているのは偶然と
は考えにくい。
　ちなみに、楽善会訓盲院以来の伝統を引き継いでい
る筑波大学附属視覚特別支援学校の創立記念日は12
月22日、創立者は楽善会となっている。なお、筑波大
学附属聴覚特別支援学校の方は、設立が明治８（1875）
年５月22日（楽善会発足の日）が開校記念日となって
いる。
　斎藤政雄（1973）「塙次郎（忠宝）小伝」の書き出し
に、簡潔に人と事件が書かれている。
　塙次郎は名を忠宝（ただとみ）といい、塙保己一の四
男として文化４年12月８日、江戸表六番町で生まれた。
長男の寅之助、二男の道之助がともに大折し、三男の熊
太郎は五味忠次郎の養子となって塙家を離れたので、次
郎が家督を相続し、和学講談所の事業を継承した。
　文久２年12月、不幸にも浪士の兇刃にたおれた。老中
安藤信正の依嘱を受け、寛永以前に幕府が外国人を遇し
た式例を調べたことが、廃帝の典故を調査しているもの
と誤伝され、この不幸をまねいたのであって、まことに
残念なことといわなければならない。
　この暗殺事件の犯人が伊藤博文と山尾庸三であった
ことは、二人の没後に渋沢栄一から公にされた。それ
は、佐藤（2010）に詳しい。
　今回、この問題についても調査したが、伊藤も山尾
も、この暗殺事件を生涯にわたって後悔していたと推
察される史料が得られた。
　瀧井一博（2003）は、オランダの医師として長崎出
島に来ていたフランツ・フォン・シーボルトの長男ア
レクサンダー・フォン・シーボルトの日記を「美しき
魂の告白」として紹介している。
写真２　娘・とせ子の指導のもと、住吉内記広定が描いたも
の。総検校昇進 76歳のときで容貌を的確に伝えている。
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　その中でシーボルトは、伊藤博文が文久二年（1862）
12月夜にＨというイニシャルの学者、恐らく塙次郎忠
宝暗殺の様子を記録している。
　また齋藤（2013，私信）によると、
　大正十二年六月十二日、検校の百年祭並びに忠宝六十
年祭を愛染院で執行することになった。この祭典を挙行
するにあたり、忠雄は祖父を暗殺した博文の息子・伊藤
博邦公爵を官内省に訪ね、ぜひ墓参に来て欲しいと嘆願
したが、「知らぬ存ぜぬ」で相手にされなかった。憤慨し
た忠雄は、博邦が関西に旅行をする計画を知り、東京駅
で待ち伏せ刺殺しようと考えた。しかし、たまたまその
話を聞いた友人の中郁弥六氏が博邦と懇意であるから話
してみようということになり、当日は博邦の代理。陸軍
大将大井成元が出席、さらに山尾庸三の子息・山尾三郎
子爵も参列し、金一封を捧げてくれたので長年の恨みも
解けたという。
　また、式典の最後に発起人の渋沢栄一子爵が挨拶を
行った。
「忠宝君は検校の嗣子にして、文久二年十二月二十二日
（暗殺は二十一日夜で死亡は二十二日）不慮の災により
て逝きしより、ここに六十年なり。この件は維新前混乱
たる渦中の出来事にして、過激その事に当りしものは、
後の名士誰も知る人、伊藤博文公、山尾庸三氏なりしと
は、いまより回想すれば、不思議といふの外なし。然る
に本国の祭典に、伊藤・山尾両家より玉串料を供せられ、
ことに山尾子爵のしたしくこの席に列せられしは、国事
に関しては、恩怨共に遺る聖代に当り自他共に何等悪感
の存するところなきの、実を示したるものにて、塙忠雄
君が忠宝君の孫として、今日検校の百年祭にかかる事あ
りしは、誠に同情の至りといふべし。」との挨拶に会場は
どよめいた。
　とある。ここに述べられている山尾子爵は、嫡子山
尾三郎のことで、山尾庸三没後、日本聾唖協會總裁に
推挙されたので、当時も総裁を務めていたものと思わ
れる。
　さらに、写真３にあげた塙保己一像に関して佐藤隆
久（2010）は、
　山尾が塙次郎刺殺事件を口にしたという公的な記録は
ない。しかし、彼は帰国後つねに障害者問題に関与し、
贖罪の気持ちを忘れなかった。日本工業界の父といわれ、
工学寮（東大工学部の前身）を設立した最大の功労者で
はあつたが、同時に、彼は明治４年（1871）に盲唖学校
設立の必要性を太政官に建白し、明治18年にはその強力
な指導力のもとで官立の訓盲唖院を開校させている。３
今日の筑波大学附属盲学校の前身である。
　昭和の始めになって、東京美術学校教授水谷鉄也なる
人物から温故学会に、高さ一尺ほどの塙検校の銅像が寄
贈され、同学会は彼の好意に謝意を表して受領した。と
ころが詳細に検証してみると、この坐像は水谷氏が寄贈
したものではなく、山尾三郎子爵（山尾の子息）が水谷
氏の名を借りて寄贈したものだということが分った。こ
の行為のなかに我われは山尾の深い悔恨の情を垣間見る
ことができる。そして1937年（昭和12）、三重苦の聖女
ヘレン・ケラーが初来日したとき温故学会を訪れて手に
したのは、山尾の想いが込められたこの坐像であった（写
真３）。
　山尾庸三は、東京美術学校の前身である工部美術学
校の設立にも主導的な役割をはたした。イタリアの彫
刻家ラグーザを招聘し、自らの胸像を贈られている。
このように、東京美術学校は深い結びつきがあるので、
山尾庸三の遺言で、塙保己一像が制作された可能性も
ある。
　このエピソードはまた、山尾庸三が子息の三郎へ、
暗殺事件の顛末を語っていたことを示唆し、それを子
息が引き継いでいたことを意味する。山尾庸三もさる
ことながら、子息の山尾三郎も相当の覚悟の上で、日
本聾唖協會總裁職などを引き継いだのだろう。
　多くの人から尊敬され、幅広い活躍をし、明治とい
う時代を切り開いてきた伊藤博文と山尾庸三にこのよ
うな過去があることは、いろいろと考えさせられる。
後の事績が立派でも、暗殺という手段は、やはり正当
化されないし、禍根を残すものだと改めて考えた。レ
ジスタンスもテロと括ってしまう傾向は大いに問題だ
が、テロはやはり誤りであると、塙次郎の事件から教
写真３　温故学会が、東京美術学校教授・水谷鉄也氏から
昭和７年寄贈を受けたもの
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えられる。暴力で問題を解決することは、国と国の関
係においても基本的には誤りであると言えるだろう。
　謝辞　多くの方にご案内頂いたり、ご助言を賜りあ
りがとうございました。
　特に、温故学会の齋藤幸一理事長には、貴重なご示
唆を頂きました。また、塙保己一像〔写真２・３〕の
掲載を許可して下さり、感謝申し上げます。
　群馬医療福祉大学の鈴木利定学長には東洋哲学のご
専門からご教示頂きました。特に記して感謝申し上げ
ます。
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